
関西学院クライミングウォール（仮称）運用規則（案）

第一条 本規則の運用は関西学院クライミングウォール（仮称）をその対象とする。

（運営）

第二条 関西学院大学および同体育会山岳部・同山岳会は体力強化、技術向上および利

用者互助の精神普及のため、クライミングウォールを体育館外壁に設置し、その

管理運営を行う。

（管理）

第三条 関西学院大学および同体育会山岳部・同山岳会は本規則の定めるところにより

クライミングウォールの管理を行う。

第四条 関西学院傘下の大学生、高校生、中学生、初等生が課業として利用する場合、

その管理は引率者が行う。山岳部員が利用する場合、山岳部がその管理に当る。

一般利用者への講習を実施する場合は学院、山岳部、山岳会にて協議の上その管

理を行う。

（利用）

第五条 クライミングウォールの利用は特別な場合を除き課業としての学生／生徒を対

象とし、山岳部の利用に関しては山岳部長／同副部長へ届け出の上随時利用可能

とする。

第六条 リード壁を利用する場合は２名以上とし、内、１名以上を山岳部員とし、且つ

トップロープでの使用を原則とする。リードクライミングでの使用に際しては、

学院、山岳部、山岳会にて協議の上行う。単独の利用は禁止とする。

第七条 学生、生徒が課業以外および山岳部員以外の者がそれぞれ利用する場合は誓約

書を提出すること。中学生もしくは小学生が利用する場合は、保護者は誓約書を

提出し、同伴しなければならない。

第八条 利用者は利用登録を行いその登録証を利用の際、携帯するものとする。関西学

院傘下の学生、生徒が課業で利用する場合および山岳部の利用はこの限りではな

い。

（事故責任）

第九条 関西学院大学、同体育会山岳部、同山岳会はクライミングウォール利用中にお

ける事故についての一切の責任を負わない。

（設備の管理）

第十条 クライミングウォールのルート設定、ホールドの取付・取替は山岳部が行う。

（その他）

第十一条 利用者は上記各条のほか関西学院大学施設利用規則に従うこととする。



誓約書

関西学院大学 御中

私（保護者）はスポーツクライミングが大きな危険（死亡や重大な身体障害を含む）を

内包したスポーツであり、また、安全を確保する技術や設備が完全でないことをよく認識

しています。また、当該する非部員利用者の無謀な行動が他の利用者を大きな危険に遭わ

せる可能性があることも認識しています。

よって、関西学院クライミングウォールの利用にあたり、私（保護者）は、管理者の指

示を遵守し、怪我や事故が発生しないように最大限の努力を払い、自分自身と他人の安全

確保について十分に留意して行動します。

また、私自身の重大な過失によって生じた、他の利用者や施設に対する損害等について

は私自身の責任において処理することを誓約致します。
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